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昆虫の敬育段階に感じて薬剤に封する抵抗性が

馨ることを示した研究は甚だ少VlJ･齢期の相違に

依る昆虫の藁剤'に封する抵抗性の相違がわかれば

点虫の生長状態に依b之に通常する薬剤の使用量

も定まb環掛をよb有奴に使用する事も出来る･､･

また他方にあっては,これらの知見は殺虫の機構

にづいても何等かの寄輿をなす卓も知れない･ヽ

･筆者牢昆虫畿青の各段画に臆じて接解剖に封すー

る抵抗性が如何に翼化するかを明にする馬,二三

昭和23年5月18.日受付

宜行うに営む諸稜の捜査を賜わった京都絃推専門

一腰 校並に研究吏員各位に封しても厚く感謝甲意を

一変する次第である. 二
I

2..貿 駿 .材 料 ､./
定数材料として用いた昆虫は家詔 (Bbmbyx

･ To.riL･),衣溢俄 (Bor車LrabrassicacIJ･)･二
･化坂航 ､(Ch2'losilnPlexButt,) の8柾の幼血で

の隣遡日の幼虫にrピrt/ト1)ンを作見させ若干の祝:
_l

容を行った･∴ ､1一

従来接偶剤の殺虫試興には噴霧法 (軸raF氾e一
thod)提出法 (Immersionmethod)肇教壇の方J
法が用いられてYtるが,兵々一長一野があって優 r＼

劣に就ylTは一概には論守られない･Tattersfieldノ I

,(193'7)rc伐れば∴画 巌 嘩Djb虫を率毎 にI
浸泣すれば'貴液が昆虫の体に附潰し7:,,先づ凄
周期と.Lての作用する一ことが考えられるが,雷に＼ご
薬液が口辞よ州転下され/油化器よD.体内に進入

l

甲烏に, 之を用いるを不適雷としている･ 然し

shepard･&,,'Richardson(1931),FIcming･也
Baker(1934)は昆虫の体に確TEに-定量の薫量

を附/光Lrさせ得る臥 薬剤の作用温度を容易に一定

に出来る鮎'丁度亘多数の個体を質験に供する事

カモ出来る等の諸理由に依り,精密な管散を行ふ場/
合には･投法法は有利であるとしている･

､準者は投法法を用いて?･tjM .ンの殺虫力及び
その作用に就いて論じか J .＼

本'n瀞 を行うに嘗少,常に御指導を賜わった内I
田俊郎助教授に深甚革る謝意を表すると夷に質験
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､家定柾 目112班×安110琴でト京都技舵卿 将 校i
研東欝離 す,昭和2時 7即 日措立て,をか ･3r
琵普通飼育法に依D平均猛虎29･60C'(29･6OC-

23･OOC)･ザ 軍縮度~88･0% ･(95%-75%)kて飼
育したもので各齢とも盛食期の幼虫を使用した･

) t
●二化頃蛾の幼虫は京都大挙農笹部固場にて'昭㌔

和22年9月如日より10耳8日にいたる問に稲梓よ少

採集したものであった.幼虫の体長を測屯し6ムm

以下を琴1期,10mmまでを第2か 16･0品 ･ま

でを第3臥 ●それ以七を第4期 とし斑験に班用･･ノ

した･質験後之を75%アルテ丁ル中に保ち,卸 砧

と体長を鵬 してその紬 を定めた･＼四川(1931)
に俵か二化塀虫の齢を6齢とすると,本控故にLR
･用した幼虫はユ･齢の幼虫を炊き2齢よ,り6齢まで

の幼虫を使用したことになる･･本ff除に用いた=

化暁虫各期に含まれる齢の割合を示せば第1表り

如くである. t

･夜盗虫は京都府珪附近にて昭和22年10月6日串一′ l

b,15日にりた'る間に採琴した･卵塊よ少月別ヒした

幼虫を質験塁にて飼育したも甲セぁった:直径
,15cm高さ4cmのべトリー,シLヤこ.,の底に流れぬ

程度に水を晩弊'Sせた吸取準を敷き'之の上に卵1 1

琴京都大串良畢部昆虫畢研究室菜臥 第172班

▲一r_～
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＼ 好 1表 女鹿に用いiL･=化蚊爪幼虫の各期
に含まれる各齢の割合､

琴叫那 齢1卯 齢卜那 齢恒 桓
･節2m 0.4.･一一r: L33.6 ･17.2 ＼.-0.'9.

0.9節3期で､0 24.1 40.0 3g.0

塊 をのせ蓋を･して堂内に置いた･24時間以内に将

化した幼虫を1個の㌣ヤソーに集めて飼育 した:

貯化後7日'目以後の幼虫は直襟 159m深さ21cld

二のポッ=屯換へ七飼育.を行い;ポットの上端をモ

i1)ン咋て撃ひ逃亡を防いK･飼料は去グキ茶を

通 い1日1回取り換える標にした･捌 ヒ15日以後

:は､1佃のポットに30頭づi,頭数を一定にして飼

博 した･飼育中p平均温度は 16･49C(27･50C-

11.50C)であった･質除に用いた幼虫は将化後5
日日(第1期),14日日(弟2期),22日日(第3期),

･のものであった･ ′

質験に使用したビt(トリン合有乳卿は京都大環

化畢研究所にて定立した結果'ビレu ン合有丑.

は8.362%であった･ビレu ン以外の乳軸組成

分むしるせば !柊精油10%'石油24.8%'石鹸

25%,クt,I.}-ル5%であらたこ̀ ､

･ ･ 木 質 験 方 法 了 ､

浸活には直径15cm托さ21cmのガラス瓶を嘩

'BL左･剤 の-1車 重ピサ 咋 て血相 鰍
で稀持して所要の汲庶とし'-引こ恐度を均一にすbIT=i
･る璃ガラ不棒で把拝した･質験昆虫は浸泣直前に.

取り出して,､岩齢の昆虫払直径 2.5cm長さ6cm

●■ ∴ ＼

●

節 10'班 ′ ､
/

場合のみは輿えなかった-･優駿昆虫を入TLたぺt

TJ-シ.すt(-は塁円に置き,薬剤虚包後12,24,J●

86･48時間後に夫 生々死'o別を祝察した･質験甲＼ .＼
は昆虫O.行動を強制せずに'出来る磨け負傷ざせ

ない校に心拭けた･浸漬中ゐ汲度,浸読後の温度 ')

に於ける昆虫を向時に異邦虚理する様にしか 薬

剤の同一態度に懲けるTf験な3-.年回茸験を繰り-

返す按にして,質験訳弟を少くする様に努力した. /

ビt/I.)ンを含まない乳剤を使用した場合ピi/

トT)ン合有乳剤に用いた時の位昂恐度を用いても

'完全に生存した･昆虫を水中に浸fiFfすれば,溺死 ･

Jと云.う動 増 えられるがぶ潅 芦50Qの永中産1勘ノ

問浸法しても影野 はなかったこ B.hcpard &､I

Ricllardsotn(1931)はギシデシアブラ ApJlislru･

:micis耳.を 260.C甲水中に1時間浸法し,Crau･

turd13cn;on(i938拍 ヒ.ラク'ムシ科か ･桓Ahias･
vmlLSadvelia′L.を_050.C'の水中k1時間浸漬し L
l

たが影響はなかったと報告しているが,これと同

様である

, 飯 の判別に就いて‥魔理直後?由 は仮死状
●愚で体は耽化し,体の中心部を支え～ると左右に折

' 芸bL覧 芸芸b(:左誤 認 謂 芸書芸 雷諾
､芸冨旨芸謡 ･D慧 芸品慧 …芸禁

以後時間ゐ経過に綻ひ,夫々生存と死亡とにLわか･

･れる･生死?判別は非常に囚錐で何を基準とす盲

1 如 漠然として不明瞭であ'zJが,こ･ゝでは仮に爽
Jの各段階に置別して記銘した･

のダラス円筒に,申齢以後の昆虫は,直径3･3tm
長さ･10cmのガラス円筒咋10頭づ-i入れた後円筒 ＼

~- .の南端を戸ス7)ンで蓋をし,･ゴムバンFに七止め

′薪にて吊し5分間浸漬した･浸漬中は円筒円で昆

虫が互にかたま.らぬ株,又気泡を生ぜしめない様

拓する琉'円田を絞く振動させた･浸法を6分間

:して筏昆虫を出して'吸収紙の上咋泣き,鎗分の/
･液を取り去った･駐在11｣6cm深さ_L'.5cmのシャ ′

-

●

-･Jr

II

t'-の底に紙を敷きi･その中に昆虫を入れた･=

化塀虫の場合は特に乾燥を防ぐ巧,紙に流れ中程

度に水を政政させた,飼昧薬剤虚B,1剛 後に奥
ま祝賀時毎に取り換え豊富転輿えた/亡化暁虫の

●
■ ､ →

､IL'家 詔 ｣

J

''A.野田隈の他生な個体と同様に正常なる偶

行を行い企桑する完全な生存個体･

IC1 的化符の後節の一部を脱出しているも0.
C,.･確行田艶文は正常な碑行を行わず/食桑

､･せ写る卓の{車重壷も針の- 刺戟する

と脚や鰐角等を療撃的に耳は緩やかにか

･i:すかtに動かすもの. .

i.D 刺戟しても完全に勤かか もの.＼ /
●
丑 二化吹虫及び夜盗虫 ､､ ､

'4 全く封照位の健重な個体と同痕に正常な /

偶行を行い正常に海動する.
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∴ 芸三遠 雷遠 冨慧 忘芸三去慧警 芸

･ ったもの,., ＼

Cl洞化管d後部を脱出しているもの･

＼C2 他行困経文は重く確行せず,叉は動かす

筆叉は針党で脚.開角を刺戟すれば療撃

･的に又は授かYE動かすが,､完全に死んだ/ _′
. とは言われないもの･ r

D ト如何に刺戟んても重 く動かないもの.

I.を慧芸誓ご?.≡;ヒ諾 器 芸孟慧 ;IAL',CiC;≡

一 芸孟LLhC.11C2､D▲を死虫として'夫･kO死亡酌

1

4･各齢に放ける死亡率 ､
l

浸泣後の死亡虫散は取 り出し七より,12,･24,.1

I -36,･年8時間後ゐ咽 牢わたって調査したが'後準

q)様に死亡率は乳剤浸由後の経過時間に依 り著 しメ

い変化を示す烏に.幾時間目0'威続を取るかが向

題である･その■理由に就いては後で述べるが'此

'朗では仮に投法36時間後年琴ける死亡率に取り効

'如 比較することとしを･ ,i:.
第 2髭に未設/第 3表に夜盗虫;第4表た=:化

i:轡 云姦合這Jもん " iy乳- 海 の甲 に
つれて死亡率は増加し,或る濃度に達して100%

第2東 京ZZの各齢に於けるピレト1)ソの各
位庇に封する死亡率 ･

瞬虫の成紋を示した

ビL/111)卜`死 亡 率

齢 巨 可 ■3両 4齢 t6齢

L _二三=- _L7==
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L
第3表 在益虫の各齢期に於げろピレトリン
の各浸炭に封する死亡率

第4表 二化蚊虫の各齢期に於げろビL,日)
･/の各濃度に封する死亡率

の値を示してylる･

､此の質如 同じ濃度に就いて′畠-4回質験を繰

,中退したのであるが,･･それ等相互間吟は相雷死亡

牢の差違嘩 られる･例えば夜盗虫第3由の0･01

濃度の場今の死亡率性4回の平均値は53･8%であ

るが,その各々の衰亡率は70%-30%と叔れ七い

る･家笠,夜盗虫,二化餅虫の各齢期に於いt･も ･.I/

夫々同様な傾向が見られる･此の振れは死亡率の

平均が50%に妊い場合に最本であり,'死亡率の平

均が50Piより増減するに従Vi振れも少くなった二l
一此6振れの程度を=化咲虫,夜毎虫･′家誼の各

. t
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l･齢期に就い,TC校べる孝二化喫虫では'第4糊の振

れが攻も大きく攻に夢3二期'第2糊･第1期の個/
であり,齢税の進むにつれて'振れも増大してい

､る･雌の傾向は家詔の5齢を於いて硬益虫･･家詔

の各齢期に於いても昇られた･

I shephard節 (1937)によればガス剤の柾･Nに＼
償って此の振れに相違があり,ヂクt7-ルエキt'

'シ(CⅡ2Cl-CH2CL)では,振れは垂しく,二硫

化米案では殆んど見出されなカ丁つた･′円田1春川

, (1948)に依れば薬剤-b苛性を比較するk･雷って,･

此の振れの大小を比較することは,重要な事項の/
1-つであって静陸の弱Vl,5ラヂクp､-ルベ-/ゼyl∫
･は,毒性の強いナフタレンに地紋して此の振れは
著しく,ナフタt'ンよりもバラヂク.h A,ベンゼ/

ンの方が生死の判別は難しくあった･本質験でも

･之と似た結鼎が見られる･.切ち齢期が進み抵抗力

㌔ ■〝 it J～T J! ､ A～

第1国 ;家正各国k於ける渋皮死亡琴曲繰′ ~~
-◇- :節
一▲二一:蘇
-A-:孤

1
3
▲5

酢 -●-ま妨2齢
齢 一〇一=論4齢
齢

が効くなるに従って, この振れは大き■くなってい

る.

以上述べた様に1つの濃度でも昆虫の死亡率は/
相常な建具を示しているが,それぞれについて濃

度t'平均死亡率の関係をしらべると･或る範国幹

にて急激に死亡率が増大し'所謂化畢反感速度を

表はす畢分与反感曲線転類似した曲線を示す･初

めは'濃度の微丑な差違に依り;忠敬に死亡率はI

I'増加するが,或る一定の限度に透して後は綻ややゝ

～･な上昇曲紋を示している･■T例として家詔の場合＼
を第1問に示した･,I

＼ 之等のTf助成孤の比較を行ふ銭に便宜上Bliss

(1935)の粟丑･宛亡率の Probit曲線の計辞法を

.用Jlた･軒並をその封数値把,死甲 をそのPro･

.bitに特換すれば,此の雨音の関係は'略直線的

′
/

I節10

班
とお

った.こiで良一々栢
密な計辞は行わす濠･

侃曲組を引き之に伐り大作の
傾向を知るにとどめ

た･
1

r･
15･頑致死鮎と99
%
娠
濃度

この孜仰i曲故よ
り中央致死氾庇(班
.
L
･
D
･
)と

99%致死氾庇(L･
D
･
99)の間略債訂各齢期につ
/

いて罪出すれば第5衣の如くであも･

第5表家正,夜痕虫,
±化拐虫各齢期に於け
･るnl･I･･D･,L･I)･99並T.i,
槙準偏差

種樹 齢 期 lnLIJ.D. トも.D･99 1標準偶差

期糊捌期1CleJ4

0.0009506

o
o

.
･.
08
4
2器量
6
7､

.0.0053827

蓄 ‖ 岩

0.00朗909
0.0023442
0.0074989

0.024155
0.12417,
'0.21330

0.000107400
0.000022909
0.000027tlr:)3
0.000027990
0.000010926

0.0030549
0.00019543
0.000Tj537
0.00027353
0二00036475

0.625
0.400
0.ヰlワ
0.426ー
0.408

'MiL･I)･についrg見れば;家詔では;抵抗性の

最も狙いのは1齢であり;次に5齢4齢8齢2齢
I ＼

の順であっ-h･夜盗虫では抵抗性ri･･第3期最′も
/

張く,女に第2期･､第1期の順であり二化異虫で

も夜盗虫と国枝であった･ i

IL二I).99では家欝及び夜盗虫では,大体M.L

D.と同じ傾向を示しているが,∴=化喫虫では抵
抗力の最も狙いのは第4期であり次に第 8･′lli2

期の個であらた･

~一家題 ･夜盗虫･二化吹出の各節期に於はる抵抗

性を比較するため;それぞれ抵抗性め最小の齢期

即ち家詔にては2齢'夜盗虫では第1期'.二化咲

虫では節1期に於けるM.L.D.･及びL.I).919の

位にて各齢期の値を割って争た･そ甲値を示せば

第6衣の如くである･M･Ll･I)･･にて比較すれば/

′家笠では1齢k2鹿に比し七約倍抵抗性が汲Vl･

夜盗虫やは第3期は第1期の約15倍･ニ化妖虫で

は第4期は第1期の約6倍抵抗性が弧い･ L.D'.

99で比較すれば,豪語では約15倍'夜盗虫では

約9倍,二化喫虫では約3倍の抵抗力の差があるわ.

げである･

＼
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へ ､ 弟6表湖･L･D･･L･I)･99に依る家乱
∴ 夜盗卑'ニ化蝶虫各齢期に於げろ
抵抗性の比較 ､

種 村齢jHJ 叫 L･I'･,.I L . D. 99

1J.0
0.834 ~
1.636
2.979

I
▲Ⅰ
■1日uru一il
丘
l
夜盗虫

一
㌧
､

1.0 1'
一5.141
'8.830

一

∬
好

∬
∬

lJ-･/
/
/

l
∬
打
Ⅳ
>

4.688
1.0
1.194
1.222
1.876

6･濃度死亡率曲線の傾き

第6表に示された様に M.I;.D.,I..'b.99Pの

値が必ずしも平行甲な関係を示さLh:Vlのは濃度死 -l

亡率地線の傾きが兵るためである.磯 てM･.i.D.■

･ のみに依って各節湖畔於ける抵抗性の此奴を行う

こ与は不充分であb･之に濃度死亡率曲線の傾き

∴ (諾 .T.Sj3% 芸表芸莞 農芸覧 孟芸慧芸芸…表 ′′

t

ヽ
,わすには昆虫の薬剤に封する感受性の異臭を表わ ･

す正常曲線の槙準偏差を用いる･(円田･春川,19

rr ､さく,,雛 上昇す細 は槙準偏差紙 であ8･i槙 ′手
嘩偏差の仏は第5義に示す如.(である･1

.象Ed各齢についてみると,2齢が最も小さく●

急激な上昇を示してt,る.次に3齢4齢5齢璃合の ･

一倍に値を増している･.夜盗虫では一定の傾向が見･/
られぬ･ニ化咲虫では第1期を除いて家笠に於け

･石と同様な傾向がみられた･t家意,L夜盗虫,.=化

餅虫に率いて之牢比較由 Ld･最は 姦な戸軍を
を示すのは家荒せぁ少,衆に=此奴虫,夜盗虫の∫
I.街であった･即ち豪富では趣く僅か港嚢虫の蓮で
大部分のもめが生きるか死最 かの差は じたち

とになる･ ､ T ･＼. ･ヽ･
′ l

ヽ

T･ 濃度と硯腸率

刑 浸出に伐8.昆虫俺の受けも毒作用に洗い.て

は,紐々な子守項が拳如 巌 ･廟 畠壷直後で1
'は体は軟化しているが,時間が経由するにつれて

苦悶の状を星空 ･-* 時間準 ?と嘩醸 ,JI〕
64 ′ /

一,ノ

て短大忙なったか,油化管の一部が股出した個体

-が現われて禿る･t此甲子即ヒ管の脱出現象 ･(以後晩 ∴

′腸とよぶ)は封周囲には現れず虚理直り一部の昆 -

'虫のみに表われた.I . ′ /

家臣の引給に於いて,I脱腸率?最も高い?は･..

o'･000017-0_･1000033の問であり, 之は大体死亡･
率の50%の場合の濃度と合致する/_孟齢及び4齢i
で脱腸率の最も高畠ゝつたのは 0･000033の濃度の,i .

場合であ少'.平均死亡率でyTへば夫々65%及び '′＼･

6.2･5%の場合である･.5齢の場合は0100005の混

.度の時力嘩大で平均死亡率は70%の時であった･ ､㌔

蕊喜芸誓言芸孟冨芸慧忘冨諾 晋警 冨慧 芸慧

､

50%附近に於いて敢大となり,之を過ぎると次第
に耽汲琴も減少してある･夜盗虫では放大股腸率 .

は1期では平均死亡率の50%を少し越えた没度のl

＼鮎伝あ9,､8期では大体50%平均死亡率を髭わナ

儀 慶の附近と合致す畠.

此の事は前に述べた死亡率わ最大値と放小値の
ド

振れが50%平均死亡率の附近で最大となることに

一難 て鮎 鳩 巣であも･ I ＼-1

＼

◆■■∫
8･虚現筏に怠ける死亡率の望化 (

'./

由上述べたの戒凡て虎理36時間後に就いてであー,

るが,何故36時間経過した昆虫に就いてのみ論じ. -

た9,､･鹿 妻項l坤 cL.する釦 は薬剤虚理学に昆''/
虫の死亡率が如何に奨化する加を調査せおばなら ._

ない.･

夜準虫卿 ヒ後7日日の幼虫を用い,貴剤虚現役

0･6･,1･･1･5･.2･3●ず日日のー6回にわた少死亡率 ･
の望化を調査した.薬剤虚理の際の組成は21.30C

虫垂 ?平均温度は22:50C(重項温度25'･6｡C一
最低温度 18.50C)であらた･ ･
I - L l

その成続を示せば第7表に示す如くであーる･
濃度 o･00907,8の場合の死亡率を見ると虚理後･.

0･5日後よりも1日後には減少し,その後は略同一

値を保つが3日後になって少し増加してい草･:A I

度0･00Q166及び0･000625の場合も大体同様な傾 ･

向を示している･億度0･_00125の場合は0･5.･rl.

1･5日後と上昇L･以後′8日日まで安定し4/日日 ｢.

で少し増加している･､0.005の場合は0.5日後よ少

tL'_I
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∫

' 第7衰 夜盗虫の薬河鹿m筏の転過日故に件ぶ死亡呼Ld担化･(聯化筏7日日放氾 21･3bc)

死 亡 ~ ＼率

.り増加している･大体薬剤虚理後0･5日後及び 1

月後では昆虫の死亡率は不安定である･要するに

生死虫を判別する翫察十は死亡率が安定してやる1･

柑 後か2日後にすれば良い･､とれが筆者が仮に

I 1.5日後を取残の時間として採用したわけである･

次にA･LB-を生虫とL'cl･.C2･I)吃死虫とした
理由に洗い･{述べよう･

′A.は明に封凝固の生虫と同じであb･･Dは明∫

に死亡して動かない死虫である･問題になるのは

B･Cl･C,であD,'之等を翼剤虚理後より完全に/ ′ ､▲

生き又は畢生に死ねる限界まで飼育し祝祭せねぽ

■ならぬ･

筆者は薬剤虚理後の攻撃虫･1期の幼虫のB･Cl

･JC,の個体を夫々別々の容器に染め:C･･L'日日きりI
その生死の別を祝祭した･親察の憤準は体も少し

､でも動かすものノを生虫とし,･如何なる利払を加え

･ても動かないものを死虫とした･その成m.壷示せ

ば第8表の如く･である･ ･′

死亡し'死亡率は●100%であった･･C2もClと周

枝に6日日までに死亡し,死亡率は100% やあっ

た･Cl･C,はしっれにしてもl死亡する道命にある
もので,Dと同様に死出として取り扱って良い羊
とがわかる･̀13に於ける死亡率は_05-% で,75%＼
は生存してゐるのであるから'25%の死虫を含め

て生虫として取り扱つ元･ .

I.終りに象琵_O齢に於ける幼虫のC1･C2に就viで

も同様な調査表行った.一第9髭に示す如く虚由後

6叩 良を 部死亡Lj･死亡率は100%だあった･ん̀
此の理由に依りCl′･C2はD と同様牢死虫と.みな
した.

I/. . 第ほ 家琵 (2脚 の和 は理筏の経過日
数に伴ふCl･C｡の死亡率e)担化

TIT
死亡率

l36時間後座日極 目座 日恒 日J6日日,

第8表 夜盗虫 (第1期幼虫)の薬剤虎理後の紐■̀一
I,.一過日数に伴才､BCIGZP死亡率の担化

死 亡 一' 率~

和･H r3日 計 .恒 日 恒 戸 . l6B.日

Ilでは虚理後2白日よ少死亡率が少しく均加し

6日日に生死か明拓馬別された･生虫は食餌も封

照筒と同株に取り'脱皮を行ひ∴死亡率は25%寸

㌔. あっ苧･C-;(喝臥 たもの)は6日日にい?れも
J r ＼

,i

.9･各齢期に放ける感受性

･家Ⅱ･夜盗虫･二化吹虫各齢糊に於ける-ビt'日 .

′ンk封する抵抗性の差異につ.Viて見ると,衰歪で
は1齢が位も抵抗性が覗く,次に職 4齢3齢2齢

の個やあった･夜盗虫では8期が最も醜く,衆に′

-㌢閤_･1期の頂である･､ニ化暁虫では一4剛 唄 も

強く3期2期 1期の煩であった.. ` ､ ､

豪雷に於'Vて,''1齢が最も抵抗性あ強いのは如､

内なる理由に依るか明かでないが,1齢?幼虫は

体に比較的長Vt剛毛が密生じているため虫体表面
∫

に葵剤の鋼索が妨げられる事か大きな理由か畢知

れない･比較的剛毛の少vl,2齢以後の幼虫では,′■･■･l~

/ 65
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齢の準むにつれてビt,ト叫ンに封する抵抗性の均

一､牢する与とは他ゐ場合と同様であった･I＼l
㌔1荒か 三浦 (チ926)-に依れば1化性の表毎 で甲馬

琴又は低塩に封すヂ準 極 は稚離 大きく,批琵
/-に少い,i･.また豪笠の給食試験でも抵抗性の強い

の.Vi醇化直後である事な.どよ.り考え七と{･1齢の

'丑いの加 持 がある理由のみで準なぐ,薬剤忙封

･する抵抗性にも依るのではないかと考えらある･//
豪富に於vILそ2齢以後は齢が進む直られて抵払

.性が埼大している･此の傾向は夜盗由･=化瞬車

上_にも見 られた･これは体が大きくならているbvt
基くかも知れなLと考えて,抵抗性を此奴する疲I

率 おるM･h･D･を撃 に-碩 した･計画 頑＼

兵は第10選 た示す如くである･ ､

第70未 申位体盃に封する家諾,夜盗虫土
I 化蝶虫の各齢好た於けるnI･,L･p.I.

nt･L･I)･/ 体 ･盃

家● Ⅱ l家 庭 虫 lニ作東虫

P･0.004801
0.0004ワ21

0.0003644

0.0001636
∫

第 11表 .I

Lr:L･Ⅰ‖ 一L･tD･99恒軸 差桓異頑

Ll -㌔
′

今まではビt,i7)Yに封する抵親睦を各昆虫の

考齢期に就いて論じ如 ;/今度は昆虫の垣類に依
＼

-9,てビレ･ト1)i,に封する抵抗性に如何なる差違か

あ-pか匹就いて述べたい･

それぞれk:占いて平均の･M.L.-I).,Ij.D:99 -

標準偏差,.変異係数を求むれば第ユ1表の如くで
あJる･M二IJ･I).に就vl七みれば,豪富最も顔ぐ ,.＼ヽ
蔵盗虫,±化奨虫の順やある･L.D.99より見れ

ば家琵草も由く,二化咲Bi,'夜盗虫の順で/I･.I).

99Jtに於いては夜盗虫が最も抵抗性が故かった･

轡 甲差坤 れば家義郎 少く一,如 二化鮎 で
挙り,夜盗虫が最も琴準偏差が大で'J涙やかな上

昇単線を示した'/建具係数を見れば家是政も小さ

_･く,庚 に夜盗虫･=化映虫軸流であった･投も抵

抗性の朗V)家雷のM.L､.D.LVtて二化吹払 夜盗

華甲M･L･D･を除しその商に依りて'=化如虫'

夜盗車の抵抗力を豪富o'何倍に常つモいるかを朋

-'･'=ると,.第1で裏 に示す如くであった･,

小 夜盗虫の抵抗性比豪農の約58倍であり' =化

咲虫は家詔の:'78倍であbた.- '

11･.摘 立 琴 ′･､

1･齢期を異にし串昆虫のビレtJUI/に封する蛙
.抗性を比較する馬/､豪語･夜盗蛾･=化映蛾

班:L･D･I--:PI･L･D･j蕊即･D･99
家 23
夜 溢 血

二化蚊山

0.000036141

0.0.020393

0.0028314

b.ooo43652

0.15171

0.O89536,

0.000060050203

0.0000126547

0.000216137･

∫

此の他は齢が進むPCIっれて滅少している.｢痕K∴ ～
I

ノ翠 等誤 写慧琵琵芸5'至芸荒 と笑冨雷…誌 ･ノ
然のことのようせある･蛮し,之は国の意味の抵 ｢

現任とは考えられなVIJ･.財 意味碩 剤蛸 ケ主
ヽ

準抗性は･各官位体重別 ･に封す纏 抗鹿と見る･
のが安富と等ネられる･此の意韓で薬剤に封す卑･ I

･･抵抗性を串えれば/:夜盗虫･家笠･=化験虫いう

れa5場合に於仏ても齢の湛むに従ひ単位体重に封

する抵抗性は減少する傾向を示している ･･- ､
I

10･喜力の昆虫の種規に依る差 ･.

66 _

_の幼虫を用い,各位濃度のピレu y合有乳

剤に5分間浸漬して･濃度と死亡率との関旅 ､

を調査した･ ､､

･字･豪H･鹿 占'土樽 早O.各齢期に於いては/

･は化笹反慮速度を表はす畢分子反慮曲線に期■
似した曲線をえがいて増加した･重め曲線の

,傾き埠夜盗虫の場合が最大であり･=化映虫

緒 の順であっ扇 ㍉∵各齢駅 聖 て軒 定＼ i
､の傾向はみら叫なかった･ ､

8.-同一濃度でも相嘗著しい宛亡率の振れがあり

I＼死亡率の最大値と殺少値の振れは平均死亡率

(
＼､

l
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.d56%濃度の附近で最大になり,之を遠ざか

る呼従って減少Llた･

4･各齢期に於ける中央致死恐庇,99%致死態度
J

を求めた･中央敦死没鹿で校べれば,抵抗性

-.畔家EEでは1齢>6齢>4齢>8齢>2齢,･衣温1+
血では8欄>2期>1期'二化妖虫では4期>8

1 期>2期>1期の喝であった･99%鼓死濃度に●ヽ ､･メ
依っても同枕であった･

6･息虫の鯛 に準いて中央致死濃度に如 比較
,すれば,･=化咲虫は家定の7鹿 ,.夜盗虫では､

･.家雷の57倍の抵抗力があった･99%致死濃度

-1に依り比較すれば,･=化咲虫は家詔の .205

:倍,夜盗虫良家苦め347倍め抵抗力かあった.
i

6二晩腸率の攻も高い場合の濃度吟平均死亡率の.
I 50%一70%を示す濃度の問にあった･とのこ＼

とな死亡率の最大値と最小値の振れが'苧均

, 死亡率60%を示す濃度ゐ附妃で良木になるこ

とと関知 疹 るやも知れn･

7･母位体重に封する各齢期の抵抗性は,家宝,

A ±化咲虫,,夜盗虫いられも齢期の進むにつれ

て滅小の傾向を示した･ ■

■ヽ

L/ ･ ■ l
t.
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